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産科婦人科 准教授　福井 淳史

先進医療を活用し、難治性の不妊症・
不育症も積極的に診療
　2022年4月から、体外受精・胚移植を中心とした不妊治療が保険適用となりました。
治療の一部に先進医療が認められており、当院でもタイムラプスインキュベーター、子宮
内細菌叢検査、子宮内膜胚受容能検査、子宮内膜刺激法を扱っています。中でもタイムラ
プスインキュベーターは、培養器に内蔵された顕微鏡で、発育している胚を一定の時間
間隔で撮影し、胚の形態を継続的に観察する技術で、培養中の胚をインキュベーターか
ら取り出すことなく継続的な観察が可能です。
　当科ではさまざまな技術を取り入れながら、難治性の不妊症や不育症の診療にも積極
的に取り組んでいます。地域の先生方が何かお困りのことがあれば、ぜひご相談ください。



第25回 2023年11月4日（土）

子どもにやさしい手術

兵医サタデーモーニングセミナー

第26回 2023年12月2日（土）

原発性アルドステロン症について

所属学会
●日本内科学会総合内科専門医・指導医・評議員　●日本内分泌学会専門医・指導医・評議員　●日本糖尿病学会専門医・指導医
●内分泌代謝・糖尿病内科領域指導医　●日本動脈硬化学会専門医・指導医・評議員　●日本産業衛生学会専門医・指導医　●社会医学系専門医・指導医
●日本疲労学会・評議員　●産業医学ディプロマ、日本医師会認定産業医　●労働衛生コンサルタント

●日本内科学会　●日本内分泌学会　●日本糖尿病学会　●日本動脈硬化学会　●日本肥満学会　●日本産業衛生学会　●日本疲労学会

資　　格

大植 孝治小児外科　診療部長

　当科では、低侵襲の手術や傷の目立たない手術など、「子どもにやさしい

手術」を目指してさまざまな取り組みを行っています。例えば、2000年

頃から内視鏡手術を始め、現在では小児の全身麻酔手術の半数以上が内

視鏡による低侵襲の手術となっています。また、臍を利用した単孔式手術

など、傷の目立たない手術手技も導入しています。

　さらに、日帰り手術の推進や、手術室への保護者同伴など、

子どもと保護者の負担をできるかぎり軽減するための配慮

も行っています。当院の「患者ファースト」の精神に基づくこ

のような取り組みを、本セミナーを通じて地域の先生方に

知っていただき、安心して患者さんを当院にご紹介いただけ

ればと思います。

角谷 学糖尿病・内分泌・代謝内科　講師

　原発性アルドステロン症は、高血圧患者の10～20%程度の割合で存在

するとされ、特に若年者は積極的にスクリーニングを行う必要があります。

　当院は、阪神間の副腎関連疾患の診断・治療を担う拠点病院として、これ

まで多くの患者を診療してきました。昨年から新しい機材を導入し、アルド

ステロン・レニン濃度・コルチゾールの迅速な測定が可能に

なったことで、原発性アルドステロン症の検査から診断、治療

への流れがよりスムーズになりました。

　当院はこれからも地域の先生方と共に、地域住民の皆さま

の血圧管理に貢献していきたいと考えています。ぜひ積極的に

スクリーニングを実施していただき、何かあれば当院にご紹介

いただければと思います。

専門分野 ●小児腫瘍外科　●新生児外科
●日本外科学会：専門医、指導医　●日本小児外科学会：専門医、指導医、理事　●日本小児血液・がん学会：専門医、指導医、理事、小児がん外科専門医
●日本周産期新生児学会：新生児外科専門医理事
●厚労省難治性炎症性腸管障害に関する調査専門領域：新生児外科、小児内視鏡外科、小児悪性腫瘍

所属学会
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専門分野 ●周産期学　●臨床遺伝学
●日本産科婦人科学会 専門医・指導医　●臨床遺伝専門医　●日本周産期・新生児医学会 新生児蘇生法「専門」コースインストラクター
●日本周産期・新生児医学会 母体・胎児指導医　●日本産婦人科医会 母体保護法指定医

所属学会

当院における医療安全の取り組み
第27回 2024年1月6日（土）

田中 宏幸医療安全管理部　部長

　当院は、高度先進医療を提供する特定機能病院として、医療の質の

維持・向上を図るため、2003年に医療安全管理室を設置し、2008年

には現・医療安全管理部となりました。

　医療安全管理部は、医師・看護師・薬剤師・事務スタッフで構成され

ており、各診療部門と連携しながらチームで医療事故防止に努めてい

ます。情報収集や原因分析、改善策の検討及び周知、改善策の実施状

況のチェックといった活動のほか、講演会や講習会を企画するなど、病

院スタッフに対する医療安全教育も行っています。

　今後も当院の医療安全文化をより醸成していくと共に、本セミナー

を機に地域の先生方との連携を深め、一緒に地域の医療安全を推進し

ていきたいと考えています。

開催日 講  師 セミナー演題
今後の開催スケジュール

サタデーモーニングセミナーのお申込は、右記の各セミナー記事にある二次元コードもしくは医療支援センターにお問い合わせください

第28回

第29回

2024年  2月 3日

2024年  3月 2日

病診連携から考える呼吸器疾患治療三上 浩司
呼吸器内科

消化管疾患の最近の話題と医療連携の重要性新﨑 信一郎
消化管内科

開催日 講  師 セミナー演題
アーカイブ動画（期間限定配信）

第22回 2023年 8月 5日 炎症性腸疾患の外科治療について池内 浩基
炎症性腸疾患外科

※「兵医サタデーモーニングセミナー」は医師及び医療従事者を対象とした動画配信セミナーです。
　提供している情報は専門的なものであり、一般の方への情報提供を目的としたものではございませんので、あらかじめご了承ください。

第24回 2023年10月21日 木村 卓
脳神経内科 神経疾患治療の進歩診療部長

診療部長

講師

診療部長

兵医サタデーモーニングセミナーとは？
　毎月第1土曜日の早朝に、医師および医療関係者を対象として開催して
いる30分間のオンラインセミナーです。実際に現場で治療をしている各診
療科の医師より、当院での取り組みや最新情報をお届けします。また、当セ
ミナーは「日本医師会生涯教育制度」の単位認定（1回につき0.5単位）が可
能です。他科の治療に関するテーマにも是非お気軽にご参加ください。

費用は無料です（キャンセル手続等もございません）　

zoomミーティングにて開催します　

日医生涯教育制度の単位認定（0.5単位）が可能です
（当日ご参加いただいた方のみ）

講演内容について、お気軽にご質問いただけます
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緊 急 ホ ッ ト ラ イ ン

 ☎ 全ての重症疾患もしくは受け入れ先に迷ったら

　医療関係者専用の各科医師への直通電話です。24時間365日、交換手を通さず、各科医師に直接かかり
ます。緊急症例、診療のご相談など何でもお気軽にお電話ください。
※ 医療機関専用ホットラインとなっておりますので、この電話番号を患者さんへ提供することはお控えください。

▶循環器疾患と思ったら ……080-2475-7380（循環器内科医師）
▶脳疾患と思ったら …………080-2529-8239（脳神経外科医師）
　画像転送用アドレス ……… hyougo.nougeka@gmail.com

0798-45-6812（救急科医師）

　当院では、2016年度から「創立記念日（11月22日）」および「ハッピーマンデーの一部
（敬老の日・成人の日）」を開院日とし、安心・安全な医療の提供を行える体制を整えています。
　2023年度は、下記の祝日を通常の診療体制といたしますので、お知らせいたします。

　ご予約のお申し込みは「診療予約申込書」と「診療情報提供書」を下記までFAXにて送りいただきますようお願い
申し上げます。

※ご予約日時のお返事等は当日中または翌診療日の受付時間内になりますことを予めご了承ください。
※一部検査のご予約、出生前診断等につきましては申込方法が異なる場合がございます。

2023年度の

開院日に
ついて ・ 勤労感謝の日 2023年11月23日（木） 

・ 成人の日 2024年 1月 8日（月）
※ 上記開院日につきましては、紹介予約受付時間を8時30分～16時45分とさせていただきますので、
ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

医師の異動

●心臓血管外科
上村 尚

●歯科口腔外科
森寺 邦康

●心臓血管外科
梶山 哲也

●呼吸器外科
中道 徹

●脳神経内科
山本 麻未

●泌尿器科
新開 裕佳子

着任 2023年8月1日～10月1日付 退任 2023年7月30日～2023年9月30日付

患者様のご紹介について

兵庫医科大学病院 FAX：0798-45-6002　TEL：0798-45-6001
▶月～金：8：30～19：00　▶土 （第1,3）：8：30～12：30

〒663-8501 兵庫県西宮市武庫川町1－1
TEL（0798）45-6111（大代表）

ＴＥＬ：0798－45－6035（直通）　ＦＡＸ：0798－45－6002（直通）
編集・発行　2023年10月　兵庫医科大学病院　医療支援センター




